
　
前
編
で
は
宇
都
宮
市
で
50
年
以
上
ト
マ
ト

栽
培
を
し
て
こ
ら
れ
た
永
岡
照
之
さ
ん
の
圃ほ

場
管
理
を
例
に
、「
育
苗
か
ら
年
内
の
栽
培

管
理
」
を
紹
介
し
ま
し
た
（
２
０
１
９
春
種

特
集
号
）。
後
編
で
も
同
様
に
永
岡
さ
ん
の

圃
場
管
理
を
例
に
「
年
初
か
ら
収
穫
ま
で
の

管
理
」
を
解
説
し
て
み
ま
す
。

　
永
岡
さ
ん
が
ト
マ
ト
栽
培
し
て
い
る
宇
都

宮
市
は
、
比
較
的
気
温
が
低
く
、
そ
の
反
面

日
照
量
は
多
く
促
成
ト
マ
ト
の
栽
培
に
適
し

て
い
る
と
思
い
ま
す（
第
1
表
）。

　
た
だ
、
山
間
地
な
の
で
冬
の
降
雪
量
が
多

く
、
雪
へ
の
対
策
も
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

余
談
で
す
が
、
２
０
１
４
年
２
月
14
日
の
大

雪
で
は
、
永
岡
さ
ん
の
１
２
０
０
坪
の
ハ
ウ

ス
も
全
壊
い
た
し
ま
し
た
。
仲
間
の
協
力
な

ど
に
よ
り
そ
の
年
に
新
築
工
事
を
行
い
、
秋

に
は
栽
培
を
再
開
で
き
ま
し
た
が
、
改
め
て

降
雪
へ
の
対
策
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
考
え
さ
せ

ら
れ
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

年明けから収穫終了までの管理
（１月～７月中旬）

後 編

「ＣＦハウス桃
もも

太
た

郎
ろう

」を例に

～植え付けから年間の管理～

大
おお　たけ

竹　勝
かつ　じ

次

元JAうつのみや営農指導員

栽培の
促成トマト

キモ

要素
降水量（mm） 気温（℃） 日照時間（時間） 雪（cm）

合計 平均 合計
降雪の深さ
合計

統計期間 1981〜2010 1981～2010 1981～2010 1981～2010
資料年数 30 30 30 30
1月 33.9 2.5 204.8 10
2月 42.9 3.3 186.2 10
3月 88.4 6.8 187.9 5
4月 120.5 12.5 179.5 0
5月 146.6 17.2 166.9 ---
6月 174.7 20.6 112.1 ---
7月 205.8 24.2 114.1 ---
8月 209.8 25.6 138.9 ---
9月 220.4 21.9 112.2 ---
10月 146.5 16.1 145 ---
11月 68.1 10.1 164.5 ---
12月 35.5 4.9 199.1 3
年 1493.1 13.8 1911.3 28

宇都宮市 ・

栃木県

茨城県

埼玉県

東京都

群馬県

宇都宮市の気候（平年値）第１表

　宇都宮市の地形はほぼ平坦で、標高は北部で約80ｍ、
南部で50ｍ程度。平均気温は13.8℃、年間降水量は
1,493.1㎜、日照時間は1,911時間あります。特徴的な
のは、冬季に晴天が多く日照時間が長いことです。こ
のことが、冬季間の野菜栽培を盛んにしています。そ
の反面、気温は低く、１～２月は最低気温がマイナス
６～10℃を記録することが何日もあります。

出典：気象庁ホームページ

地域概況

2019 タキイ最前線 秋種特集号　63



　
こ
の
よ
う
な
気
候
条
件
の
も
と
で
栽
培
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
読
み
進
め
て

く
だ
さ
い
。

　
永
岡
さ
ん
の
栽
培
管
理
に
つ
い
て
以
下
に

具
体
的
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

着
果
〜
整
枝
ま
で

１ 

ホ
ル
モ
ン
処
理　

　
ホ
ル
モ
ン
処
理
は
第
１
花
房
の
開
花
時
期

（
10
月
）に
ト
マ
ト
ト
ー
ン
１
０
０
倍
と
ジ
ベ

レ
リ
ン
10‌

PPM
を
混
用
し
て
処
理
し
、
果
実
の

着
果
、
肥
大
の
促
進
お
よ
び
空
洞
果
の
防
止

の
対
策
と
し
、
さ
ら
に
10
月
下
旬
か
ら
は
マ

ル
ハ
ナ
バ
チ
を
導
入
し
、
労
力
の
軽
減
と
着

果
の
促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
12
月
中
旬
よ
り
再
度
ホ
ル
モ
ン
処
理
を
行

い
ま
す
。
と
い
う
の
も
厳
寒
期
は
マ
ル
ハ
ナ

バ
チ
の
活
動
が
弱
ま
る
た
め
、
ホ
ル
モ
ン
処

理
に
よ
る
着
果
の
促
進
と
肥
大
を
図
る
必
要

が
あ
る
の
で
す
。

　
ホ
ル
モ
ン
処
理
は
2
月
下
旬
ま
で
と
し
て
、

3
月
上
旬
か
ら
は
再
度
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
を
利

用
し
て
い
き
ま
す
。

２ 

温
度
管
理

　
温
度
管
理
は
生
育
を
左
右
す
る
大
切
な
管

理
で
あ
り
、
永
岡
さ
ん
は
日
中
の
午
前
中
は

24
～
25
℃
の
生
育
適
温
で
、
午
後
は
20
～
11

℃
を
基
準
に
管
理
し
ま
す
。
夜
の
20
～
22
時

ご
ろ
ま
で
は
10
℃
、
そ
の
後
は
9
℃
を
基
準

と
し
て
管
理
し
、
果
実
の
肥
大
や
品
質
、
さ

ら
に
は
草
勢
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
管
理
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
温
度
管
理
で
大
切
な
こ
と
は
外
気
温
、
日

照
量
、
日
長
時
間
な
ど
の
変
化
に
応
じ
て
管

理
す
る
こ
と
で
す
。
厳
寒
期
に
な
れ
ば
、
永

岡
さ
ん
は
暖
房
機
の
小
ダ
ク
ト
を
ベ
ッ
ド
ご

と
に
配
置
し
、
地
温
の
確
保
と
ハ
ウ
ス
内
の

温
度
分
布
の
均
一
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

３ 

潅
水
管
理

　
定
植
時
に
あ
る
程
度
多
量
の
潅
水
を
し
、

定
植
後
３
段
開
花
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
潅
水
せ

ず
、
３
段
花
房
の
着
果
ご
ろ
か
ら
4
段
花
房

の
開
花
ご
ろ
、
再
び
始
め
ま
す
。

　
こ
の
時
期
の
潅
水
は
3
段
ま
で
の
肥
大
促

進
と
そ
の
後
の
草
勢
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た

め
の
大
切
な
も
の
で
す
。
遅
れ
な
い
よ
う
に

潅
水
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
の
後
は
、
果
実
の
肥
大
と
生
育
の
バ
ラ

ン
ス
を
見
な
が
ら
晴
天
の
日
に
地
温
低
下
を

さ
せ
な
い
よ
う
に
、
少
量
で
回
数
を
多
く
、

潅
水
し
ま
す
。
こ
の
時
期
に
一
度
に
多
量
の

潅
水
を
す
る
と
、
病
気
や
す
じ
腐ぐ

さ

れ
果
が
発

生
し
や
す
く
な
る
の
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

４ 

整
枝
法（
U
タ
ー
ン
誘
引
法
）

　
永
岡
さ
ん
の
整
枝
法
は
、
子
葉
の
直
上
か

ら
２
本
の
側
枝
を
伸
ば
し
２
本
仕
立
て
と
す

る
U
タ
ー
ン
誘
引
法
で
す（
次
頁
第
1
図
）。

５
段
着
果
ま
で
直
に
伸
ば
し
６
段
目
当
た
り

か
ら
斜
め
誘
引
を
行
い
、
９
段
目
当
た
り
に

U
タ
ー
ン
用
の
針
金
を
張
り
、
針
金
に
届
い

た
ら
曲
げ
て
反
対
側
に
下
げ
る
方
法
で
、
地

写真１写真２

写真３

←
マルハナバチは花蜜
を持たないトマトな
どへも積極的に訪花
活動し、トマト栽培
作業の省力化には欠
かせない存在だ。

↑→
永岡さんのハウスも2014年の大雪で倒壊した（写真１）。仲
間の協力によってその年のうちに再建され（写真２）、現在
は温度、カーテン、天窓などの制御装置も導入され、使い
勝手のよいものになっている（写真３）。

64　2019 タキイ最前線 秋種特集号



面
に
届
く
ま
で
14
～
15
段
ま
で
伸
ば
し
着
果

さ
せ
ま
す
。

　
こ
の
誘
引
方
法
は
わ
き
芽
か
き
な
ど
の
管

理
作
業
を
軽
減
し
ま
す
が
、
問
題
点
は
栽
培

後
半
に
葉
が
込
み
あ
う
の
で
、
通
路
が
込
み

や
す
く
な
る
こ
と
で
す
。

　
誘
引
方
法
の
選
択
は
収
量
に
も
影
響
し
ま

す
の
で
十
分
理
解
し
て
選
択
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

５ 

病
害
虫
の
防
除

　
こ
の
時
期
に
発
生
す
る
病
害
は
ト
マ
ト
疫え

き

病
、
灰
色
か
び
病
、
う
ど
ん
こ
病
、
か
い
よ

う
病
、
ト
マ
ト
黄お

う

化か

葉は

巻ま
き

病
な
ど
が
あ
り
、

害
虫
で
は
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
、
ハ
モ
グ
リ
バ
エ

類
、
ト
マ
ト
サ
ビ
ダ
ニ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
薬
剤
散
布
に
よ
る
防
除
と
と
も
に
、
ハ
ウ

ス
内
の
除
湿
な
ど
に
よ
る
環
境
の
改
善
、
摘

葉
・
摘
果
、
肥
培
管
理
な
ど
耕
種
的
防
除
を

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
永
岡
さ
ん
が
防
除
に
力
を
入
れ
て
い
る
病

害
虫
は
、
ハ
モ
グ
リ
バ
エ
類
、
灰
色
か
び
病
、

う
ど
ん
こ
病
で
す
。
薬
剤
で
は
、
ハ
モ
グ
リ

バ
エ
類
に「
ト
リ
ガ
ー
ド
液
剤
」１
０
０
０
倍

液
、
灰
色
か
び
病
に
「
バ
イ
エ
ル
ジ
ャ
ス
ト

ミ
ー
ト
顆
粒
水
和
剤
」
２
０
０
０
～
３
０
０

０
倍
液
、
う
ど
ん
こ
病
に「
ガ
ッ
テ
ン
乳
剤
」

５
０
０
０
倍
液
を
散
布
し
て
い
ま
す
。

収
穫
時
期
か
ら
の
管
理

　
収
穫
の
始
め
は
1
月
中
旬
で
最
も
寒
い
季

節
と
な
り
ま
す
。
宇
都
宮
と
い
う
土
地
柄
、

降
雪
も
あ
り
、
こ
の
時
期
の
管
理
は
と
て
も

大
切
な
も
の
で
す
。

①
温
度
管
理

　
低
温
期
で
あ
り
温
度
管
理
が
最
も
大
切
な

時
期
で
す
。
日
中
晴
れ
の
日
は
25
～
26
℃
、

※文中で紹介している農薬は、タキイでは取り扱いのないものもございます。ご了承ください。
　また、農薬をご使用の際は必ず登録の有無や使用方法をご確認ください（編集部）。

↑誘引方法は収量や品質に直結する問
題なので、十分理解して選択する必
要がある。永岡さんはＵターン誘引
法で栽培している（第１図）。管理作
業は軽減されるが、栽培後半に通路
が込みやすく、収量に影響する。

↑永岡さんは宇都宮の仲間たちと検討会を開く。定
期的にそれぞれの圃場に集まり品種特性やそれに
合った栽培管理の方法を議論し共有している。

←↑
生育中の「CFハウス桃太郎」。永岡さんのトマ
トはきめ細かな管理のもと、収穫に向かって
「色よく」「味よく」「肥大よく」という最終目標
に着実に近づいていく。

↑永岡さんの圃場では奥さんが芽かき作業を
担う。

反対側にＵターン

子葉

誘引
針金

14～15段
まで収穫

９段で
Ｕターン

Ｕターン誘引法第１図
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夜
温
は
10
℃
を
保
つ
よ
う
に
し
ま
す
。

②
潅
水

　
潅
水
は
地
温
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
注
意

し
、
一
度
に
多
量
の
潅
水
は
行
わ
ず
、
少
量

で
生
育
に
応
じ
た
潅
水
を
行
い
ま
す
。

③
追
肥

　
追
肥
は
生
育
や
果
実
の
肥
大
、
成
長
点
の

強
弱
な
ど
を
見
な
が
ら
、
一
度
に
多
量
の
追

肥
を
行
わ
ず
10
ａ
当
た
り
チ
ッ
ソ
成
分
で
４

～
５
㎏
程
度
を
目
安
に
し
ま
す
。
一
度
に
多

量
の
追
肥
を
施
用
す
る
と
す
じ
腐
れ
果
の
発

生
が
見
ら
れ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

④
雪
害
対
策

　
宇
都
宮
市
は
１
月
下
旬
～
２
月
中
旬
ご
ろ

に
毎
年
の
よ
う
に
降
雪
が
あ
り
ま
す
。
対
策

と
し
て
ハ
ウ
ス
内
の
カ
ー
テ
ン
を
半
分
程
度

開
き
、
暖
房
機
を
稼
働
し
続
け
て
雪
が
積
も

ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

⑤
そ
の
他
の
管
理

　
病
害
虫
の
防
除
、
誘
引
、
摘
葉
、
摘
芯
な

ど
日
常
管
理
を
き
め
細
か
に
行
い
、
永
岡
さ

ん
は
収
穫
を
楽
し
み
に
栽
培
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
栽
培
者
の
誰
も
が
目
標
と
す
る
の
は
「
色

よ
く
」「
味
よ
く
」「
肥
大
よ
く
」で
す
。
今
作

の
ト
マ
ト
は
比
較
的
こ
れ
に
近
い
も
の
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
長
い
収
穫
期
間
で
あ
り
、
そ
の
間
、
気
候

の
影
響
、
病
害
虫
の
発
生
な
ど
も
あ
り
、
結

果
を
出
す
に
は
粘
り
強
く
根
気
よ
く
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

❶よい苗を作ること
❷適切な圃場管理 
　（土づくり、施肥、温度、潅水）
❸病害虫の防除
❹適切な整枝法の選択
❺収穫期の温度管理・雪害対策

促成トマト栽培のキモ  ―５つのポイント― 　よいトマトとは「色よく、味よく、肥大よし」です。
　よいトマトを作るためには、まずよい苗を作ること。「苗半
作」といわれるようによい床土を使い、日光に十分当てて苗作
りをすることが大切です。
　よい苗は定植後の根の張りがよく順調な生育となります。
　定植後は活力ある根を十分に張らせること。根張りをよくす
るために、夏の太陽熱による土壌消毒、良質な堆

たい

肥
ひ

の施用、土
壌診断による施肥など適切な管理を行い、そのうえ生育中には
温度、潅水、追肥など適切な管理を行うことが大切です。
　病害虫の防除は早期発見、早期防除に努めることが重要です。

↑収穫始めの筆者（上）と永岡照之さん（下）。永岡さん
は宇都宮市大網町で50年以上もトマトを栽培してこ
られた。

促成トマト栽培のキモ「ＣＦハウス桃太郎」を例に

栽培面積 40ａ

品種 CFハウス桃太郎　ガードナー（台木）

苗の購入日 9月15日

土づくり
潅水し塩類を除去、
その後ビニールで覆い太陽熱による土壌消毒

施肥（10ａ当たり） 大豆かすともみ殻の堆肥３ｔ、ロング肥料140㎏

定植 2018年10月13～14日（第１花房開花５～6日前）

栽植間隔 50×120㎝

仕立方法 ２本仕立て（Ｕターン誘引法）

ホルモン処理

10月中旬ホルモン処理。
10月下旬よりマルハナバチ導入。
12月中旬より再度ホルモン処理。
３月上旬から再度マルハナバチ利用。

温度管理
午前24～25℃。
午後20～11℃、夜間22時ごろまで10℃、以降９℃

潅水管理 晴天の日に地温を低下させないように、少量で回数を多く

追肥
果実の肥大、成長点の強弱を見ながら、
10ａ当たりチッソ成分で４～５㎏。一度に多量は禁物

防除対策 薬剤による防除と耕種的防除を並行して

雪害対策 暖房機を稼働し続けて雪がハウス上に積もらないように

●永岡照之さんの年初から収穫までの管理
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